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国保達含会におけるシステム開発等の効率化への取り組み

○ システムの開発 0保守
全国保連合会に共通するシステムは、国保中央会が開発 (標準システム)及び保守する
ことにより効率化
なお、地域の実情 (保険者ニーズ)に対応するための各国保連合会固有システムは連合
会で対応

○ システム開発・機器等の調達
競争入札により調達、また、全国規模の一括調達を行うことによりさらに効率化

○ 今後の効率化への取り組み
0 平成 23年度に審査支払関係システムに共通する機能 0データを管理等する「共通基
盤システム」を構築し、システム全体を効率化
0 仮想化技術の活用等により、機器台数、機器導入及び運用・保守に要する全体経費等
の…層の削減を目指して、全国―拠点化をはじめとした拠点の集約化を検討

○ 開発体制の充実
0 国保中央会にシステム担当理事の採用 (平成 22年度 )
0 システムコンサルタントの増員
0 システム監査人の役割強化
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国保連合会における機器更改の概要

1 採用OS(オ ペレーションシステム)の考え方

国保連合会におけるシステム処理機器のOSは、特定のハードメーカに依存しないこ
とによる機器調達コストの軽減 (競争入札等 )、 地域の個別事情に即したカスタマイズ
や従来システムからの移行の容易性等を考慮し、「Windows」 を採用している。

2 機器更改のサイクル

ー般的に機器更改のサイクルは5年程度とされているが、更改に伴う経費負担の軽減
を図るため、6年の本稼動期間をもつて更改することとしている。

3 今後の機器更改

平成23年度の機器更改のタイミングを提え、各業務システムで共通する機能 。デー
タを一括管理することにより、システム全体を最適fヒした「国保総合システム」を稼動
させ、機器台数等の削減を図ることとしている。
今後の機器更改においては、制度改革の動向、各国保違含会の意向、 l下の進歩等を
踏まえ、更なる機器台数等の削減を検討する。



審査支払関係システムの更新スケジュール

・機器の更改は、6年 (本稼動期間)ごとに実施することとしている
0平成 23年度の機器更改では、各システムに共通する機能・データを管理等する「共通基盤シス
テム」を構築し、システム全体を効率化する

現状 平成 23年 5月 平成 29年 5月

レセプト電算処理システム

(国保・後期 )

画面審査システム

(国保・後期 )

請求支払システム

(国保 )

:保険者事務共同電算処理システム :

: 保険者レセプト管理システム :

r・
・・・・・・・ ●ヽ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●̈●●●●●●●●●●●●●̈●●●●●●●●●●●●●̈●●●●●●●●●●●●̈●●●●

:

:後期高齢者医療請求支払システム :

: (平 成20年 5月稼働)  :
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現行の国保の審査支払システム

○ 画面審査を行うレセ電システムと、資格チェック(日次)・ ロジカルチェック腱費用算定を行
う請求支払システムが別のシステムになつている。
○ このため、全ての電子レセプトの画面審査が終了した後に、レセ電システムから請求支
払システムに媒体等により必要なデータが投入され処理が行われるため、審査終了後の
レセプトを返戻するなどの非効率が発生している。

「

電子 レセプトの流れ (一次審査 )

医
療
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関
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画 面 システム
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オンライン

請求システム
レセ電システム

請求支払
システム

資格チェック(日 次 )

ロシ
・
カルチェック

費用算定

受付 口事務点検

レセ管

システム

レセプトデータの流れ



最適化後の国保の審査支払システム

○ レセ電システムと請求支払システムは一体となり、併せて処理性能が向上。
○ 画面審査 (突合・縦覧を含む)前の資格チェック(日 次)等によるエラーデータの補正や
返戻処理が可能となるなど、従来よりも処理が速く、手戻りがなくなるなどのメリットがある。

○ また、一体のシステムであることから、連合会ごとに業務処理の順番を変えるなど柔軟な
対応が可能となる。

電 子 レセ プ トの 流 れ (一次 審 査 )

画 面 を用 い た 資 格 チ ェック (日 次 )・ ロジ カル チ ェック・費 用 算 定

ム
＞
テ
査 画 面 シ ス テ ム

再 審 査 )

オンライン
請求システム レセ電システム

レセ 管

シ ス テ ム

受 付・事 務 点 検

他 県 レセ プ ト

交 換 シ ステ ム

請 求 支 払
シ ステ ム

レセ ブ ト単 位 で
処 理 が 可 能

受 付 回・医 療

機 関 単 位 で

処 理 が 可 能
資 格 チ ェック (日 次 )・ ロジカル チェック Ⅲ費 用 算 定

共 同 処 理 シ ス テ ム 資 格 チ ェック

(月 次 )
資 格 マ ス タデ ー タ

―

レ セ ブ トデ ー タ の 流 れ
全 国 決 済
シ ス テ ム

※ 同 一 レセ プ トに 対 して レセ 電 シ
ス テ ム と請 求 支 払 シ ス テ ム 双 方
か ら処 理 が 可 能

資 格 異 動 情

電 子 レセ プ トの 流 れ (再審 査 )

注 :全 国 決 済 シ ス テ ム は 、電 子 レセ プ トと残 った 紙 レセ プ トを 合 算 して 処 理 を 行 う 5



現行システムのイメージ
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各システムで必要とする機能をそれぞれが開発しているため、機能が重複     |
各システムで必要とするデータをそれぞれが管理しているため、データが重複

画面審査
システム

レセ電 DB(当 月 )

新 0共電

請求支払・共同処理 DB

レセ管
システム

レセ管業務

レセ管 DB(累 積 )
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国保総合システムのイメ…ジ

′

国保総合システム

≪審査支払≫ ≪保険者支援≫

レセプト電算
処理システム

保険者事務共同電
算処理システム

保険者レセプト

管理システム
国保請求支払
システム

滲

・

饒
予
、導ヽ

レセ電業務 ＼   ヽ画面審査業務 請求支払業務

・鷲

。縦覧審査は 累積
データを用いて実施

共通基盤システム

当月データ

(明細書等 )

ダfffユ

|........

当月DB

累積データ

(明細書等 )

ダfff■

「........●

累積DB

「::ill:ミ

:........・

請求支払 。共同処理データ

審査支払、保険者事務共同処理の各システムに共通する機能
「共通基盤システム」を構築し、システム全体を効率化

デ…夕を一括管理する
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国保連と支払基金の現行システムのイメージ
国保連はWittdowsシステム、支払基金はUnixシステム
レセプト受付と事務点検の多くは共同開発、画面審査や請求支払など共同開発できない機能は独自開発

レ

「

(国保分 ) …………
〕′＼
~~… …………

Windows
システム

医療機関等

国保運 e賞轟基金

Unix

システム

レセプト
(被保分)

2画面審査、請求支払等
は独自開発

医療機関等

レセプト受付 0

事務点検の共通部

分を共同開発
一

【

一
　

議

8



参 考

国保の画面システム

①紙レセプトから電子レセプトヘの業務の流れの変化

②システムチェック

③一次審査における縦覧・横覧審査、突合審査

9  ,



審査業務の流れの変化饉レセット処理からベーーバレスイにでの睡子かなプト処理へ)
紙レセプト処理

保
険
者

共
同
処
理

請
求
支
払

ダ
赫
二

審
査
後
処
理
計
数
整
理

査
定
後
計
算

査
定
疑
義
付
せ
ん
処
理

常霧
蘊

―
l

審査後処理等

◆▼

豪機懸票
J

事務共助

L 議求支払処理 (平成23年彦澤審査～)
※請求支払処理に必要な受付・

事務点検項目以外のチェック

費
用
算
定

回
ジ
カ
ル
チ
エ
ツ
ク
※

資
格
確
認
（日
次
）

画面システム

審査

資格チ=ッケ(爾次 )、 自デカルチェッ鬱
※、費燿算定

一次審査における縦覧薔横覧審査、突合審査の導入 (平成23年 5月 審査～)
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電子レセプトに対するシステムチェックの実施

国保連合会では、現在すべての電子レセプトについて以下のシステムチェックを実施する

とともに、今後、段階的に拡大、充実していくこととしています。

1.算定ルールのチェック

点数表の中にある算定ルールのチェックをすべて行うことを目的として、

2,000項 目(9月現在)→4,000項 目(平成22年度末)に拡大

注 :支払基金と共同で開発・運用しているレセプト事務点検において、形式的な点検の

対象となっている単純な算定ルールのチェックを除く。

2.審査支援 (審査委員会が定めた医薬品の用量、投与日数等の基準に適合し
ているかどうか)のチェック

審査委員からの要望等に対応して、

5,000項 目(9月現在)→ 10,000項目(平成22年度末)に拡大

1 1       

・



一次審査における縦覧・横覧審査、突合審査

紙レセプトでは物理的に非常に困難であつた縦覧口横覧審査、

突合審査を、電子レセプトでは過去と現在のレセプト間の紐付け

等が容易に行われることから、平成23年 5月 審査から国保連合

会の一次審査において国保の二画面システムを用いた縦覧・

横覧審査、突合審査を実施します。
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一次審査における縦覧審査・突合審査の流れ

縦覧審査

横覧審査

突合審査縦覧事務共助

横覧事務共助

審
査
支
援
シ
不
ア
ム
の
点
検

縦
覧
・横
覧
点
検

医
療
機
関

受
付

事
務
点
検

算
定
ル
ー
ル
の
点
検

突
合
点
検

配
分
等
そ
の
他

後
処
理

計
数
整
理

保
険
者

1年間に1回

入院中に l EnI

01年 FFDに 1回
〇入院中に1回

突合事務共助
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縦覧審査 (3ヶ月に1回の縦覧審査例 )

○○

２
ヶ
月
前
の
レ
セ
プ
ト
群

ｌ
ヶ
月
前
の
レ
セ
プ
ト
群

今
月
の
レ
セ
プ
ト
群

診療項目

PSA精密

l

当該月  lヶ月前  :ヶ月前  3ヶ月前

縦覧審査の方法 :3ヶ月に1回しか請求
できないルールを″1にとると、3ヶ月間で
2回請求されていれば、請求されている
レセプトを二画面システムの画面にそれ
ぞれのレセプトを表示して審査する。  14

二画面システム



①

横覧審査

医療機関番号、被保険者証番号、隻奪藤瀞、1豊驚等警理 t,ヽて、薄じ甕療機ざから請求される入鐵レ
セフトと外来レ奮ブトを突き合わ奮

‐
t算定ん′―ルが適当てあるかと

｀
なかの審査をする。

タト来レセプト

―
   入院レセプト
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二
②
横覧の方法は、突き合わされた同月の入院レセプトと夕ヽ来レセプトについて、例えば同じ
診療項目を同時に入院レセプトと外来レセプトに講求してはいけない算定ルールが守られ
ているかどうかの審査を行う。 1 〔



突合審査 適応のない医薬品が処方されていないかどうかをみるため突合審査を行う

譲難ンなプトの医療機閲餐霧 .鐵供は警簸番号 ,壼饉運翻.1塩躍|1等を欝いて睡鶴癬
なプトと調斉Jレセ惨卜を突含

=亀
t

医科電子レセプト 調剤電子レセプト



画面システムの開発

18.2  18.4 19.10

(参考 )

15.11 17.3 20.10 21.10 23.3

入院

DPC

調斉1

歯科

III--I'}

高点数入院 低点数入院

国保中央会 1ま、審査委員会及び審査担当職員等の意見罐要望を参考に随時機能強化す
るととなこ、二画面システムの開えを行づてきた。

η
′
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国保聰量爾ルシ癸珍壼膊蜃釉

○必要性 :一画面で情報量の多い入院レセプトを表示すると、以下の理由により
使い勝手の悪いシステムになり、一瞥しやすくするために紙に打出し
ての処理が行われる等、ペーパレス化が困難であった。
(例 :傷病名と診療行為との関係など)

○画面を一瞥して、内容の把握ができない

○ 複数回の画面めくりが必要

○ 操作が煩

―画面システムによる画面表示

○ ペーバ i/・ス化と審査の効率tinゆため、二画面システムの開発へ :

レセプト1青報を集約、整理することにより、繭瀧数を少なくしてしヽます。

入院レセプト

８４１
１



国保辟飩国憑システムの閥魔

情報を集約 (傷病名、症状詳記、主要な
Zプトの概要を早くつかめ釉

右側の画面は投与された医薬品を投与国

など審査の着眼点ごとに一覧表を作成す

全体として画面数を少なくするたとむこ、審査効率の向上を図っている

二画面で審査を行うため、例えば、傷病名と症状詳記、傷病名と医薬品、症状詳
などとの審査に必要な相互関係が容易
夫助や審査委員の審金が効率的にできる

○

○
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